厚木市建築基準条例を制定しました
平成１７年１２月２７日公布、平成１８年４月１日施行
１．条例制定理由
本市では、建築基準法に基づく委任条例（技術基準）は「神奈川県建築基準条例」を適用してきましたが、市独自の運用を行うため、厚木市建築基準条例を制定しました。　　
２．条例制定の基本的な考え方

行政の継続性から、神奈川県建築基準条例を原則移行するものですが、必要に応じた規定の整理、近年の建築物の防火性能に対応した規制の合理化、法改正による規定の新設、安全上支障のない範囲で県条例の規制の緩和をしました。
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例えば





その他、「がけ付近の建築物の構造」、「興行場等の屋外の出口・客席の構造」、「道路位置指定に関する基準」について条文整理をしました。詳しくはまちづくり計画部建築指導課建築審査係まで　℡046-225-2432　
廊下








■ 地下室建築物の地盤面の指定


　住宅地下室の容積率算定に係る地盤面の算定について、いわゆる斜面地マンションの建設による住環境の悪化を防止するために、低層の住宅地に係る良好な市街地環境を確保する上で、高さの限度が１０メートルに定められた第１種低層住居専用地域に必要な地盤面の規定を定めました。【新設】 





出入口の幅は80センチメートル以上とする





階段に回り段を設けない構造とする





利用者用の居室





１.2ｍ以上





通路に段差のある場合は、傾斜路を設ける





出口の幅は90センチメートル以上とする





建 築 物





道路





避難施設（第１２条から第１７条）


特殊建築物の避難施設について、利用者の利便（安全性・バリアフリー）の確保をするための規定を定めました。【新設】　


※特殊建築物とは学校、病院、劇場、店舗、体育館、ホテル等で防災上重要な建物


※避難施設とは屋外への主要な出口、出口から道路までの通路、居室の出入口、廊下、階段等





■ 地下室建築物の地盤面の指定（第６条から第８条）


　住宅地下室の容積率算定に係る地盤面の算定について、いわゆる斜面地マンションの建設による住環境の悪化を防止するために、低層の住宅地に係る良好な市街地環境を確保する上で、高さの限度が１０メートルに定められた第１種低層住居専用地域に必要な地盤面の規定を定めました。【新設】 





条例で地盤面を最低の位置のみとし、容積率緩和部分を減少させ、全体のボリュームの増加を抑える





法律だけでは、複数の地盤面が設定され地下室が何層にもできて、容積率緩和部分が大きくなり、外観上中高層建築物が建築されやすい





容積率に不算入





敷地の最も低い地盤面を条例で指定





全て容積率に算入








地面





・最も低い地階の床面積のみ容積率不算入











・最も低い地階の床面積のみ容積率不算入





高低差３ｍ以内ごとに地盤面を設定





高低差


３ｍ以内





【 適用例 】


階数　５





【 現　状 】


階数　７





・住宅地下室は全体床面積の１／３を限度に容積率不算入





・住宅地下室は全体床面積の１／３を限度に容積率不算入





地面





■ 自動車車庫及び自動車修理工場（第５３条、第５４条）


　自動車用の出口、建築物の構造、設備、他の用途に供する部分との区画等の基準を定める。①　自動車修理工場の自動車用の出口は、６ｍ以上の道路に面して設けなければならないものを、５０㎡以下のものについては、適用しないものとする。【緩和】








店舗・住宅等





幅員４ｍ以上の道路





自動車修理工場





自動車修理工場（５０㎡以下）の自動車用の


出口が接する道路幅員を見直し





幅員６ｍ以上の道路





②　建築物の一部に設ける自動車車庫等に係る規定について、主要構造部の基準の整理を行う。【緩和】











３Ｆ    





２Ｆ     





１Ｆ    





：自動車車庫または自動車修理工場の用途に供する部分の主要構造部を耐火構造とし、その他の部分とを耐火構造の床、壁又は防火戸で区画したものは適用しない。

















３Ｆ





２Ｆ





１Ｆ





：自動車車庫または自動車修理工場の用途に供する部分を建築物の一部に設けるものは、耐火建築物又は準耐火建築物としなければならない。














